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１． 研究課題 
戦略的国際共同研究プログラム（SICORP）日本-タイ-インドネシア-フィリピン(代替エネルギー)

の枠組みで、「湿潤バイオマス廃棄物からの資源回収の持続可能性向上：クリーンなモビリティ向け

の実験検証済み GIS ベースの統合バイオリファイナリー（研究代表者：小野田弘士）」2025 年度よ

り 3 か年計画のプロジェクトを受託している。このプロジェクトは、日本、インドネシア、タイ、

フィリピンの 4 か国と、化学工学、機械工学、電気工学、環境工学、社会科学といった多様な分野

の研究者が参加している。初年度は、各国のステークホルダーとのコミュニケーションを通じて、

現場の課題解決に必要な各メンバーのスキルセットやツールを把握することに重点を置いた。 

 

 

２． 主な研究成果 
ワークパッケージ①（WP1）では産業廃棄物の生産量、都市固形廃棄物(MSW)埋め立て地、食品

加工工場、農業、観光地の位置に関わる情報を用いて情報間の関係性について判断が行えるように

することを目標とした。具体的には GIS(Geographic Information System：地理情報システム)を
用いて上記の情報を空間的に配置・変換し、情報の関係性を分析するツールを試作した。また、こ

れらの情報と個々の分析ツールについては、GGOD(Grid of grids optimal designer)と呼ばれる早

稲田大学による共有型の情報分析プラットフォームに搭載できるようにして各国との意見交換、ツ



ールの機能向上についての議論を促進することをねらいとしている。 
ワークパッケージ 2 (WP2)では、食品加工工場、農業、スーパーマーケット、観光地から発生す

る食品廃棄物を含むバイオ廃棄物の発生源分別を促進する技術開発におけるボトルネックを特定

することを目的とする。技術の例としては、自動廃棄物分別機、スマート廃棄物施設監視アプリケ

ーション、スマートごみ箱、スマート自販機、自律型収集車両、電動廃棄物収集車両、および技術

成熟度評価（TRA）手法を使用した急速充電ステーションが含まれる。インドネシアとタイでの廃

棄物サンプリングにより、典型的なバイオ廃棄物の汚染物質とその特性を明らかにし、各国の現地

状況に適した技術を推奨するためのデータを収集するための準備を行った。 
ワークパッケージ 5 (WP5)では、インドネシア、タイ、フィリピンのケーススタディにおけるバ

イオリファイナリーの社会技術経済的パフォーマンスを評価する。それぞれのケーススタディに対

して、異なる条件やパラメーターでバイオリファイナリーがどのように機能するかを調べるため、

さまざまなシナリオと感度分析を実施する。その結果は、WP1 で開発された GIS-GGOD 最適化シ

ステムにフィードバックとして活用される。社会的評価には、多重対応分析やノンパラメトリック

テストなどの手法を用いて、各国から得られたデータを調査する。技術経済分析では、各国のステ

ークホルダーとのフォーカスグループディスカッションから得たデータを基に、正味現在価値

（NPV）、便益費用比（BCR）、回収期間などの分析手法を用いる。 
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５． 研究活動の課題と展望 
日本側研究チームは、2025 年度、各ワークパッケージにおいて国際共同研究の立ち上げと分析

基盤の整備を中心に研究を実施した。WP1 では、タイ、インドネシア、フィリピンにおけるパイロ

ットケースを設定し、GIS 分析に必要な関連情報の整理・収集、データ仕様の調整、共有型分析基

盤 GGOD への搭載準備を進めた。WP2 では、廃棄物の発生源分別および収集管理の高度化に向け

て、AI ロボット選別、画像認識、画像セグメンテーション、AI 学習に必要な基礎条件を整理する

とともに、現地調査や関係者との協議を通じて、データ収集条件や技術適用上の課題を把握した。

WP5 では、ジョグジャカルタ市、サラブリ県ケーンクロイ郡タンディアオ地区、イリガン市をケー

ススタディ対象として設定し、社会制度分析、技術準備性評価、技術経済評価に向けた調査設計、

データ収集、分析枠組みの構築を進めた。 
また、日本側研究チームは、タイでのキックオフ会議、インドネシア・ジョグジャカルタでの進

捗会議、日本での共同研究打合せ等を通じて、相手国研究者との連携体制を構築した。これらの活

動を通じて、各国における廃棄物管理の現状、必要データ、制度的・技術的課題に関する共通理解

を形成するとともに、今後の比較分析および統合的評価に向けた基盤を整備した。加えて、学会発

表、セミナー、論文作成を通じて研究成果の発信を進めた。 
さらに、相手国側主導で進められた WP3 および WP4 についても、日本側研究チームはミーテ

ィングや情報共有を通じて進捗把握と技術的意見交換を行った。日本側研究チームが共有を受けた

範囲では、WP3 では有機性廃棄物の嫌気性消化プロセス高度化に向けた基礎検討が進められ、基質

組成と反応特性の関係整理や実験設計の検討が進展した。WP4 では、消化液や難分解性バイオマス

を対象とした資源回収・後処理プロセスの検討が進められ、前処理、膜分離、水熱処理等を含む統

合的な資源回収プロセスの枠組み整理が行われた。これにより、日本側研究チームとしても、今後

の統合的なシステム評価に向けた連携を進めた。 
次年度以降、以上の取り組みの深化を継続的に進める。 

 


